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『正治初度百首』は正治二年（一二〇〇）に、後鳥羽院が下命した
百首和歌である。春二〇首・夏一五首・秋二〇首・冬一五首・恋一〇首・羈旅五首・山家五首・鳥五首・祝五首から成る部立百首で、作者は後鳥羽院・惟明親王・式子内親王・守覚法親王・良経 通親・慈円・忠良・隆房・季経・経家 釈阿・隆信 定家・家隆 範光 寂蓮生蓮（師光） 静空（実房）・讃岐 小侍従 丹後 中納言得業信広の二三名である。本百首は、 『新古今和歌集』の選集資料とな など、新古今時代の和歌を考える上で極めて重要な作品といえる。
 
 
本百首の作者の一人である惟明親王（一一七九～一二 一）は、高
倉天皇の三宮であり、後鳥羽院の異母兄に当たる。官職に就いた形跡はなく、目立った事跡はないものの、歌人とし は本百首の他に『千五百番歌合』（一二〇三年頃）への参加、新古今集以下の勅撰 に三四首入首するなど、異母弟である 同様、和歌の才に秀でた親王であったことが窺える
（１）
。
 
現存する惟明歌の半分以上が、『正治初度百首』及び、『千五百番
歌合』に詠進した二つの百首歌による。
 
百首歌は定数歌の一種である。平安中期頃成立の『好忠百首』を嚆
矢として、歌人の間で所謂初期百首が詠まれるようになる。初期百首はあくまで私的なも であったが、院政期初めの『堀河院御時百首和歌』（堀河百首）を契機として、公の性質を帯びると共に、基本的な部立や組題が形成されていくようになる。そして、新古今時代と、多くの歌人 公私を問わず、盛ん 百首歌（定数歌）を詠むようになる。
 
正治二年、惟明親王は未だ二十歳を僅かに過ぎたばかりの若輩の頃
だった。親王はこれ以前の公的な 会や催しへの出詠記録はなく おそらく本百首は親王の和歌初学期の作と比定されている
（２）
。
 
惟明親王を取り上げた研究はこれまで殆どない。惟明歌に関する研
究は、管見の限り、山崎桂子氏と田仲洋己氏による ののみであ山崎氏は、 の初期の伝や伯母である式子内親王 の関わりを考証されている他、勅撰集等に見える逸文歌について論述 る
（３）
。
田仲氏は惟明親王の『正治初度百首』詠について、「幾つかの表現上の特色と傾き」を指摘し、表現や詞選びなどから見えてくる同時代歌
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人からの影響についても言及されている
（４）
。その上で、惟明歌の特
徴として、
 
一、
 
先行歌の発想や詞続きを無造作に取り込んだと思われる歌
 
二、
 
万葉語や難義の類（院政期歌学書で考察の対象とされている語彙・万葉語・比較的耳慣れない名所歌枕を詠じた歌）に対しての一定の関心
 
三、
 
漢籍や王朝物語世界（『伊勢物語』・『源氏物語』）への志向
 
四、
 
同時代・近時代の歌人たち 表現を取り入れる
 
の四点を指摘している。とはいえ、田仲氏の論は惟明歌の部分的な考察に留まっている。
 
『正治初度百首』全体については、二〇一六年に明治書院から和歌
文学大系の一冊として注釈書が出版され、惟明歌についても、詳細とまでは言えないものの、全歌に訳注が付されている
（５）
。しかし、後
述するがこの訳注 ついても問題が指摘できる。
 
以上のように、惟明親王やその歌については未だ研究が不充分であ
り、考察の余地がある歌人だと言えるだろう。具体的には、一首ずつの詳細な検討はもちろんのこと、惟明親王の『正治初度百首』全体を見渡してみると、同一の歌材を用いたり 詞の連想を働かせたりすことで歌同士の連関を図るという、配列意識 見出すこと できる。定数歌 いう視点からの考察も必要であると考える。
 
本稿では、惟明親王の『正治初度百首』から夏の歌と冬の歌を取り
上げ、その構成面からの考察を行うと共に、冬・
172番歌についての
解釈を試みる。
 
一
 
夏
一
五
首
の
構
成
 
 
まず、惟明親王の夏歌一五首を以下に挙げる
（６）
。行頭の丸数字は
私的に振ったもので、部立内での位置を示す。
 
①
 
ぬぎやらで花の袂にやすらへばいとふににたるころもがへかな（
124）
 
②
 
君が代の神のめぐみにあふひ草かざす契のよろづ世までに
 
（
125）
 
③
 
きくたびに身にぞしみける郭公いかなる色のこゑにかあるらん（
126）
 
④
 
待つ人をいかにせよとてほととぎすおのが五月も猶しのぶらむ（
127）
 
⑤
 
あやめかる沼の り江になく蛙をしみがほなるこゑに 有るかな（
128）
 
⑥
 
もえいづる心ちこそすれあやめ草すゑ葉をのこす五月雨のころ（
129）
 
⑦
 
ながむれば庭のさゆりに水こえて五月雨ふかきやどの夕ぐれ
 
（
130）
 
⑧
 
夕づくひいるかとすれば夏の夜のやが 明行く山のはのそ
 
（
131）
 
⑨
 
夏草に野中のいほはかこはれてわけこぬほどはしる人ぞ き
 
（
132）
 
⑩
 
ふく風におのが匂をたぐへてぞ花たち なは人さそひけ
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（
133）
 
⑪
 
風わたるたそかれ時に匂ひきてはな橘に名のりがほなる
 
（
134）
 
⑫
 
なつ山のこのし 露を名残にてやが れぬる夕だちの空
 
（
135）
 
⑬
 
夏の夜はあくるほどなき槙のとをまたで水鶏のなにたたくらん（
136）
 
⑭
 
風わたる杜の木陰のゆふすずみまだきおとなふ秋の一こゑ
 
（
137）
 
⑮
 
ならがしはすゑ葉に夏や成りぬらん木かげすずしきひぐらしのこゑ（
138）
 
次の表①は部立内の構成を表したものである。
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【表①：夏一五首の構成】
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表①に示したように、夏部では同一の歌材や類似する語句により隣
り合う歌同士が連接されており、その構成は大きく四つに分けることができる。首夏を詠んだ冒頭二首、③～⑧までの前半六首、⑨～⑬までの後半五首、晩 ・暮夏を詠んだ末尾二首である。
 
詳しくみていくと、③・④は時鳥、⑤・⑥は菖蒲、⑥・⑦は五月雨、
⑩・⑪は橘と風のよ に 一歌材 歌を連続して置いている。また、⑦・⑧、⑪～⑬では歌に詠まれている時間帯が夕方から夜へと変化しており、時間の流れを意識したと思わ 配列意識が読み取れる。さらに④ ⑤の歌は、一見何の共通性も見出せないが どちらも〈声〉に焦点を当てた歌となっている点で結びつけることができる。このような配列は、〈人の訪れ〉に焦点を当て ⑨・⑩の歌にもあてはめることができる。そして 暮夏を詠んだ末尾の二首は、とも 木陰とその涼しさ、また秋の訪れを感じさせる声 詠むなど、歌材や歌の構成が非常に似通ったものになっている。
 
このように、③から⑮までは、同一の歌材や詞の連想等から隣り合
う歌同士が密接に関わった配列になっているといえる。しかし、首夏を詠んだ冒頭二首にだけは、そのよう 繋が 見出すことができない。
 
冒頭でも述べたように、本百首は惟明親王の和歌初学期のものであ
る。親王の未熟さがこ 表れて ま のだろうか。
 
二
 
夏
・
冒
頭
二
首
に
つ
い
て
 
①
 
ぬぎやらで花の袂にやすらへばいとふににたるころもがへかな（
124）
 
 
夏の冒頭に置かれた右の歌は更衣、春から夏への衣更えを詠んだ歌
であり、「花の袂」とは春の服を指している。春の服を脱ぐことへの躊躇いからまるで夏が来ることを厭っているようだ、このような歌意のこの歌において、目を引く表現であるのがまさに「花 袂」である。
 
 
この語が春の衣服を指していることは述べたが、類似表現として他
に花の衣や桜色の衣が挙げられる。山田喜美子氏は、花の衣の類似表現を概観した上で、次のように述べている。
 
概観すると、花衣・花の衣はまづ遍照が詠んだように僧衣に対する俗人の華やかな衣を指し、次いで花弁を衣に見立てたもの、それから俊頼 詠んだように秋冬の木々がまとう紅葉の赤い色を指し、さらに桜の花弁が 服に散りかかって、それが「花の衣」「花衣」と言われる。月草（露草）の花で青く染めた「花衣」もわづかにある一方で、おそらくは平安後期 末期頃に「花」の語から春の衣服をイメージして、首夏の 更えにあた 春 惜しむ象徴として 詠むようになったようだ。
（７）
 
 
つまり花の衣やその類似表現は、花から春の衣服をイメージし、首
夏の衣更えに際して、春を惜しむ象徴として詠まれるようになったのである。
 
 
惟明親王の春の歌に目を向けてみると、春部の終わりには次の歌が
置かれている
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いまはとてくれ行く春のふるさとに花ちるやどとならんとすら
 
ん（
123）
 
 
春の終わりでは「花ちるやど」と詠まれ、散りゆく花に暮れ行く春
が重ねられている。この花の余韻を踏まえて、夏の冒頭に「花の袂」を詠み込んだ歌が配置されたのではないだろうか。
 
 
またこの語句は、百首歌であることを強く意識して用いられたもの
だと言えるかもしれない。
 
「花の袂」という表現は、最初の応制百首であり、組題百首の基本
とされている『堀河百首』でよく詠まれていたようである。『堀河百首』では題の一つとして更衣が設定されており、その中 以下の四名が「花の袂」を詠んでいる
（８）
。
 
けふよりは心さへこそすずしけれうすきにかふる花の袂は
 
（
321・公実）
 
夏衣花のたもとにぬぎかへて春のかた見もとまらざりけり
 
（
322・匡房）
 
色色の花のたもとをぬぎかへて夏の衣にけふぞなりぬる
 
（
330・顕仲）
 
春とても花の袂にあらぬ身は衣かへうき とのなきかな
 
（
333・隆源）
 
 
また、『正治初度百首』は組題百首ではなく部立百首であるため、
個々の歌に題は設定されていないものの、作者二三名中一九人が、夏の冒頭で更衣の歌を詠んでいる。 さらに、その一九人の内、 「花
の衣」や「花の袂」等の類似表現を用いている。
 
花になれし袂ぞけふはをしまるるにほひをとめし名残とおもへば（
21・御製）
 
ぬぎやらで花の袂にやすらへばいとふににたるころもがへかな
 
（
124・三宮）
 
さくら色の衣にも又わかるるにはるをのこせ やどの藤かな
 
（
224・前斎院）
 
けふも猶春のうちぞといひ していさぬぎかへじ花色ごろも
 
（
524・通親）
 
夏ごろも春をわするるいま てや に染めてし袖にほふらん
 
（
724・忠良）
 
桜色の衣をかへて今朝よりは袖にも春のかた見をぞたつ
 
（
824・隆房）
 
たちかふるかひこそな れ夏衣心はもとの花ぞめのそで
 
（
924・季経）
 
春夏もうつろふ色にならひける花のたもとをなほをしむ な
 
（
1424・家隆）
 
草も木も花の袂もかへてけり今朝は野山も深緑なる（
1924・讃岐）
 
 
以上の九名の中で、「花の袂」という語を用いているのは惟明親王
を含めた三人である。
 
 
このように、「花の袂」やその類似表現は、百首歌の更衣題でよく
用いられていた表現であったといえる。
 
 
さらに、惟明歌と歌意が似ている歌として、『重之集』の次の歌が
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挙げられる。
 
（たちはきのをさみなもとの重之、卅日のひをたまはりて、うた百よみてたてまつらんときはたばんとおほせられければ、たてまつる春廿、夏廿、秋廿、冬廿 恋十、うらみ十）
 
夏廿
 
花色にそめしたもとのをしければ衣かへうき今日にもあるかな
 
（『重之集』・
241）
 
 
この歌は『拾遺和歌集』にも採られているので、次に併せて引用し
ておく。
 冷泉院の東宮におはしましける時、百首歌たてま れとおほせられければ
 
花の色にそめしたもとのをしければ衣かへうきけふにもあるかな（巻二夏・
81・源重之）
 
 
重之のこの歌は、初期百首と呼ばれる平安中期歌人 よる百首歌の
中の一首である。初期百首は、天皇や院の下命によって詠まれる院政期以降の応制百首とは異なり、主として個人で詠まれたものであり私的な性格が強い。しかし、重之のこの百首は家集や『拾遺和歌集』の詞書から分かるように、春宮時代の冷泉院の求めに応じて詠まれたもので、初期百首の一つでありながら応制百首に似た百首 あると言ってよいだろう。
 
 
このように、「花の袂」という表現から 『堀河百首』の更衣の
歌や、重之 歌が思い起こされる。そこに 、惟明親王の百首歌への
意識というものが感じられる。とはいえ、「いとふ」というような表現は、部立の冒頭に置く歌としてはいささかの違和感を覚える。この強い表現を補うものとして、②の歌が置かれているのではないだろうか。
 ②
 
君が代の神のめぐみにあふひ草かざす契のよろづ世までに
 
（
125）
 
 
②のこの歌は、単に葵草を詠んだ歌ではなく、「あふひ草かざす」
という表現から、葵祭を題材とした歌であることがわかる。同時に、初句の「君が代」や五句目の「よろづ世」といった表現から、祝賀性を帯びた歌となっている
（９）
。季節題で祝歌が置かれるのは、普通春
の歌であり、夏の歌にこのような歌が置かれている はやはり違和感が拭えない。前 歌との対比 補いから、このように祝性が強い歌がここに置かれたのだと考えられる。
 
三
 
冬
一
五
首
の
構
成
 
 
次に、冬歌の考察に入りたい。惟明親王の冬歌は以下の通りである。
 
①
 
草のいほに露のなさけをとどめ置きていづち時雨の過ぎて行くらん（
159）
 
②
 
ひとりねのやどに音するむら時雨もらぬに袖をぬらしつるかな（
160）
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③
 
はるよりも心あるかな津のくにの難波わたりの冬のあけぼの（
161）
 
④
 
木のはちるみ山のおくのかよひ路は雪より先にうづもれにけり（
162）
 
⑤
 
紅葉ちるよもの木ずゑはした晴れて杜にぞ もる冬の夜の月（
163）
 
⑥
 
おきならす霜のまにまにきこゆなりをのへのかねのあけがたの空
こゑイ
（
164）
 
⑦
 
朽ちにけるまやのまきふきひまをあらみあつめぬ窓も雪つもりけり（
165）
 
⑧
 
水鳥のおのが夜どこのう 氷は風よりこそむすびそ けれ
 
（
166）
 
⑨
 
冬さればみ山のさとの夕煙たえぬにつけてさびしか け
 
（
167）
 
⑩
 
うらぶれて千鳥の声もきこえ りながめわびぬるいその枕に（
168）
 
⑪
 
月影に千どり妻よぶ明がたはあはれたちそふなみのうへかな（
169）
 
⑫
 
みぎはよりむすぶ氷やとどむらんよせてかへらぬしがのうら波（
170）
 
⑬
 
つら ゐる岩まの水はおと絶え まがふかたなきみねの松かぜ（
171）
 
⑭
 
あじろぎによりくる色はひとつにてとまらぬひをやうぢの川波（
172）
 
⑮
 
年くれてこよひばかりやあしがきのまぢかき春のへだてなるらむ（
173）
 
 
次の表②は、冬部の構成を示したものである。
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⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 歌順
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【表②：冬一五首の構成】
歌
同
士
の
連
接
 
 
夏部同様、冬の歌についても、歌材や詞の連想によって隣り合う歌
同士が結びつけられていることがわかる。
 
まず冒頭二首は、どちらも時雨を詠んだ歌であり、他 も「草のい
ほ」と「ひとりねのやど」、「露」と「袖をぬら」すといった表現の類似が指摘できる。
 
④・⑤は、共に落葉を詠んでおり、「木のはちる」と「紅葉ちる」
という初句が似通っている。さらに冬の夜を詠んだ⑤から明け方の情景を詠んだ⑥へと、夏部にも見られたような時間帯の変化への意識がここにも見出せる。⑥からは霜、雪、氷がそ ぞれ詠まれていく。⑩・⑪では千鳥が詠まれ、⑪・⑫は波で結びつけられている。そして、⑫と⑬は「むすぶ氷」、「つら ゐる」と氷によって連関が図られている。
 
このように、冬部も全体の構成を意識した配列になっていると言え
るが、③、⑨、⑭、⑮の歌については前後の歌との繋がりを見出せない。
 
本稿では、⑭・⑮の歌を以下取り上げ、論じていく。
 
四
 
冬
・
末
尾
二
首
に
つ
い
て
 
⑭
 
あじろぎによりくる色はひとつにてとまらぬひをやうぢ
 
の川波（
172）
 
⑮
 
年くれてこよひばかりやあしがきのまぢかき春のへだて
 
なるらむ（
173）
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り
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【 ： 】
結
 
 
夏部同様、冬の歌についても、歌材や詞の連想によって隣り合う歌
同士が結びつけられていることがわかる。
 
まず冒頭二首は、どちらも時雨を詠んだ であり、他にも「草のい
ほ」と「ひとりねのやど」 、 「露」 「袖をぬら」すといった表現の類似が指摘できる。
 
④・⑤は、共に落葉を詠んでおり、 「木のはちる」と「紅葉ちる」と
いう初句が似通ってい さら 冬の夜を詠んだ⑤から明け方の情景を詠んだ⑥へと、夏部にも見られたような時間帯 変化へ 意識がここにも見出せる。⑥から 霜、雪、氷 それぞれ詠まれていく。⑩・⑪では千鳥が詠まれ、⑪・⑫ 波 結びつけら ている。そして、⑫と⑬は 「むすぶ氷」 、 「つ らゐる」 と に っ 連関が図られて る。
 
このように、冬部も全体の構成を意識した配列になっていると言え
るが、③、⑨、⑭ ⑮の歌については前後の歌との繋がり 見出せない。
 
本稿では、⑭・⑮の歌を以下取り上げ、論じていく。
 
 
四
 
冬・末尾二首について
 
⑭
 
あじろぎによりくる色はひとつにてとまらぬひをやうぢ
 
の
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⑮
 
年くれてこよひばかりやあしがきのまぢかき春のへだて
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冬部の末尾は、他の季節部の末尾と比べてみると違和感を覚えるも
－ 24 －
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冬部の末尾は、他の季節部の末尾と比べてみると違和感を覚えるも
のとなっている。
 
 
春
 ⑲
 
くれてゆく跡だにみえぬ春なればしたふ心もかひなかり
 
けり（
122）
 
⑳
 
いまはとてくれ行く春のふるさとに花ちるやどとならん
 
とすらん（
123）
 
 
夏
 ⑲
 
風わたる杜の木陰のゆふすずみまだきおとなふ秋の一こゑ
 
（
137）
 
⑳
 
ならがしはすゑ葉に夏や成りぬらん木かげすずしきひぐ
 
らしのこゑ（
138）
 
 
秋
 ⑲
 
山のはに秋をさそひて入りぬれば名ご おほかるゆふづ
 
くひかな（
157）
 
⑳
 
いかにせむ秋のかたみとながむべき草葉の露もしもとな
 
りせば（
158）
 
 
右に引用したように、春から秋までは末尾の二首に各季節の暮れを
詠んだ歌を置く構成となっている。これは、四季部における惟明親王の構成意識だと考えられ、このことを踏まえると、冬部の末尾二首も冬の暮れ、歳暮の歌が置かれていると考えた方が自然である。
 
 
冬・⑳の歌は、「年くれてこ ひばかり」とあるように、歳暮の歌
であることは明らかである。つまり 冬・⑲の歌にも歳暮の意を読み
取ることが可能なのではないだろうか。
 
 
まず、この歌の歌意を確認しておく。この歌は網代を詠んだもので
あり、『和歌文学大系
 
正治二年院初度百首』では次のように訳して
いる。
 
網代木に寄ってくる色は一つであって、止まらずに動き続けている氷魚は宇治川に立つ川波のように見える。
（
10） 
 
また、多少の異同があるものの、こ は『新後拾遺和歌集』にも
採られており、こちらも和歌文学大系から注釈書が刊行されている
 
正治初度百首。網代木に寄せてくるものは一色に見えて、網代木に堰き止められない氷魚と見えたのは宇治川の波なのだろうか。（
11） 
 
右に示したように、両者ではまったく異なった訳が付けられてい
る。歌と照らし合わせてみ ば、後者の訳の方が適切であり、この歌は宇治川を遠景的に捉え、白波を「とまらぬ氷魚」に見立てて詠んだものだといえる。
 
 
網代とは川の瀬に杭を打ち、網の代わりに編んだ竹や柴等を並べ
一端に簀をつけて氷魚を採る仕掛けのことであり、この杭のことを網代木と呼んだ。『延喜式』には、
 
山城國、 近江國氷魚網代各一處。 其氷魚始九月迄十二月卅日貢之。（
12） 
とあり、実際のもの しては、九月から一二月三〇日の年の暮れまで
－ 25 －
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行われていたようである。つまり、実景としては、年の暮れでもおかしくはない。
 
 
では、 和歌の世界では、 網代はどのように詠まれてきたのだろうか。
和歌の網代題を論じたものとして、田島智子氏、内藤愛子氏のも がある。
 
 
田島氏は屏風歌の網代題を中心に考察され、網代を詠んだ歌はすで
に『万葉集』に散見されるが『古今和歌集』には一例も見出せず、盛んに詠まれるようになったのはそれ以降であると指摘された上で、以下のように述べられている。
 
網代の屏風歌は、古今集時代に、まず紅葉を取り合わせるという形で始まった。川を流れる紅葉は、晩秋から初冬の光景として、万葉集から歌われてきた。そのような歌に基づき屏風絵に川を流れる光景が描かれ その絵が網代と紅葉との結びつきを容易にし、網代に寄せる紅葉という絵が生まれたと考える。そして、絵に先導されて、歌 も網代 紅葉は結びついたのであろう。古今集時代の終わり頃には、網代に寄せる波も詠む な 当時よく知られていた『万葉集』の人麿歌「もののふの八十宇治川の網代木にいさよふ波の行方しらずも」に倣っ であろう。網代に寄せる紅葉ばかりを詠むことに飽きが来た頃 新機軸を求めて開拓したものと思われる。後撰集時代には、屏風歌では網代と氷魚とが取り合わされる うになる。褻の歌での詠み方が、屏風歌に取り入れられたのであ 。こ は歌から起こった変化であり、 屏風絵については氷魚が描 れたかどうかは疑問である。
（
13） 
 
屏風歌では、当初は紅葉と取り合わされ晩秋から初冬にかけての景
物であったこと、後撰集時代から屏風歌でも網代と氷魚が取り合わされて詠まれるようになったことを指摘されている。
 
 
内藤氏は、堀河題の網代に至るまでの変遷を丁寧に追っておられ、
次のように述べられる。
 
「網代」は初期定数歌においては、秋季冬季の主題にあり、歌合においては秋季から冬季の歌題に変化が看取できる。しかも、屏風歌において「網代」の画題の多くが月次屏風で、十月ないし十一月に位置し いることから冬 画題として意識されていたと捉えられるであろう。
（
14） 
 
初期定数歌では、秋・冬の題であったこと、その後歌合において秋
から冬の題へと変化していったことを指摘されている。また月次屏風でも一〇月や一一月に位置しており、冬の画題として意識されていたことにも言及されている。
 
 
実際、網代と氷魚を取り合わせて詠んだ歌の例は枚挙に暇がない
が、例えば
 
うぢ、あき
 
ながれよるひをまつほどのさだめなくあじろ きのよをやつくさん（『能宣集』・
298）
 
のように、秋の歌として詠まれているも から、
 
十一月、はせにまうづる人人うぢにやどりて、これかれおも
－ 26 －
 
 
- 26 -
しろかるほどにたちぬべきこと、などいひて
 
川なみにひをはよせてやとまらましみるにもあかぬうぢのかはなみ（『輔親集』・
126）
 
というように、冬の歌として詠まれているものもある。
 
 
つまり、両氏の論や和歌の用例から、網代題は元々晩秋から初冬に
かけての歌であったが、徐々に冬の歌とし 詠まれるようになったことがわかる。そして、冬の歌としては一〇月や一一月のものとしてよく詠まれていたことが窺える。
 
 
次に、百首歌の中ではどのように扱われてきたのかを確認する。
 
 
網代は、『堀河百首』の題としては、冬題の一〇番目に置かれてい
る。初冬というほど早くはな 、年の暮れほど遅いとは言えな 位置である。また、『正治初度百首』で 惟明親王以外に網代を詠んでいるのは隆房だけである。
 
⑫
 
こきおろす紅葉をさへもよせんとやたなかみ川にあじろうつなり（
870・隆房）
 
隆房は冬の一二番目に置いており 冬の後半に位置しているとはい
え、歌としては川面に散る紅葉と取り合わせた典型的 ものであこの頃もやはり、歳暮の歌としては詠 れていな った 見るべきであろう。
 
 
ところで、 網代と氷魚 取り合わせは一般的なものであったが、 「ひ
を」は〈氷魚〉と〈日を〉の掛詞としてよく詠まれ 。このことは前述の田島氏や内藤氏の論中でも言及されてい
 
 
 
「氷魚」を「日を」に掛ける詠歌は屏風歌や『古今六帖』第三帖に氷魚と言う項目にみられ、数多くの例歌を挙げることが出来る。「 」に「日を」をかける掛詞は新しい技巧とは言えないであろう。
（
15） 
〈氷魚〉と〈日を〉の掛詞はありふれており、例えば以下のような
用例を挙げることができる。
 
はじめの冬、あじろのうへにおきなをり
 
わがやどにあるべきものをこのたびのあじろ よりて日をもふるかな（『元真集』・
14）
 
（ひを）
 
すぐしくる日をかぞふともうぢがはのあじろならねばよらじとぞ思ふ（『古今和歌六帖』第三
1526）
 
 
右の二首のように、 「ひを」に 日を が掛けられるとき、多く「経」
や「過ぐ」に類する動詞と取り合わされる。
 
 
惟明親王 ⑲の歌は、そのような動詞は詠み込まれていないが、前
掲の『新後拾遺和歌集』の注釈では、「ひを」の箇所に、
 
○ひを―氷魚。鮎の稚魚。体色は氷のように透き通っている。宇治川などで網代で獲る。「日を」を掛ける。
（
16） 
という注が付されている。しかしながら、この注 訳には反映されておらず、掛詞の意味が読み取れない。⑲の歌は、「ひを」を掛詞として捉えることで、歳暮の意を含んだ和歌として解釈が可能となるので
－ 27 －
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はないだろうか。⑲の歌を再掲する。
 
⑭
 
あじろぎによりくる色はひとつにてとまらぬひをやうぢの川波（
172）
 
 
この歌では、 「とまらぬひを」という詞続きになっている。この「と
まらぬひを」を〈止まらぬ氷魚〉と〈止まらぬ日を〉の掛詞として考えることにより、その後の「うぢ」も、 宇治〉と〈憂し〉の掛詞となり、詞上の繋がりとして〈止まることのない月日 憂しと思う〉の意を響かせているのではないだろうか。
 
止まることのない月日を 「とまらぬひ」 と表現している和歌の例は、
管見の限り見つけられなかったが、季節に関しては似たような表現が散見された。
 
（惜秋意）
 
あだなりと人やみるらん年毎にとまらぬあきををしむこころは
 
（『陽成院歌合』
3）
 
（夏十五）
 
こほりゐてひむろに冬はとまりけり過ぎ し春もかからましかば（『久安百首』・
728・右馬権頭実清）
 
（冬十五）
 
春秋のとめるみよにはむかしより氷室に冬もとまるなりけり
 
（『正治初度百首』・
936・季経）
 
（春廿）
 
とどむるにとまらぬ春といひながらを むはみなの人の心ぞ
 
（『宝治百首』・
778・定嗣）
 
 また、八代集の冬部では、冬の終わりや歳暮の歌がどのように詠まれているのかを検討してみると、次のような例が散見された。
 
物へまかりける人をまちてしはすのつごもりによめる
 
わがまたぬ年はきぬれど冬草のかれにし人はおとづれもせず
 
（『古今和歌集』巻第六・冬歌・
338・みつね）
 
歌たてまつれとおほせられし時によみてたてま れる
 
ゆく年のをしくもあるかなますかがみ見る げさへにくれぬと思へば（『古今和歌集』巻第六・冬歌・
342・きのつらゆき）
 
依花待春といへることを
 
なにとなくとしのくるるはをしけれどはなのゆかりにはるをまつか （『金葉和歌集』巻第四・冬部・
299・内大臣）
 
歳暮の心をよめる
 
人しれずくれゆくとしををしむまに るいとふ のたちぬべきかな（『金葉和歌集』巻第四・冬部・
300・藤原成通朝臣）
 
摂政左大臣家にて各題どもをさぐりてよみけるに、歳暮をとりてよめる
 
 
かぞふるにのこりすくなき身 しあれ せめてもをしきとしのくれかな（『金葉和歌集』巻第四・冬部・
301・藤原永実）
 
をしめどもはかなくくれてゆく年のしのぶむか にかへらましかば（『千載和歌集』巻第六・冬歌・
473・源光行）
 
としのくれに、身の老いぬる事をなげきてよみ侍りける
 
かぞふれ と ののこりも りけり老いぬるばかりかな き
－ 28 －
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はなし（『新古今和歌集』巻第六・冬歌・
702・和泉式部）
 
入道前関白、百首歌よませ侍りける時、としのくれの心をよみてつかはしける
 
石ばしるはつせの河の浪まくらはやくも年の暮れにけるかな
 
（『新古今和歌集』巻第六・冬歌・
703・後徳大寺左大臣）
 
土御門内大臣家にて、海辺歳暮といへる心をよめ
 
 
ゆくとしををじまのあまのぬれ衣かさねて袖に浪やかくらむ
 
（『新古今和歌集』巻第六・冬歌・
704・有家朝臣）
 
 
『金葉和歌集』
301や『千載和歌集』
473、『新古今和歌集』
702な
どは年の暮れを惜しむと共に老い行く我身を惜しむ心情を詠んでいるが、『古今和歌集』
342や『金葉和歌集』
299・
300、『新古今和歌
集』
703・
704等は、老いに寄せずに暮れ行く年を惜しむ歌となってお
り、歳暮の歌としてそのような歌意の歌が珍し なかったことが窺え、歳暮の歌として止まることのない月日を詠むことは十分考えられる。
 
惟明親王の⑲の歌は、 網代と氷魚の取り合わせや 〈氷魚〉 と 〈日を〉 、
〈宇治〉と〈憂し〉 掛詞等、一般的な取り合わせやありふれた掛詞しか使われていないにも関わらず 詞続きや配列の工夫によ 、一見歳暮とは無関係に思える網代の歌に歳暮 意を響かせた、創意工夫を凝らした歌であると言 る。
 
 
お
わ
り
に
 
本稿では、惟明親王の『正治初度百首』から夏の歌と冬の歌を取り
上げ、その構成面からの考察を行い、配列上違和感を覚える歌についての検討を行った。
 
一節では夏部の歌を取り上げ、まず夏部は四つのまとまりに大別で
きること、隣り合う歌同士が歌材や詞の連想によって結ばれていることを指摘した。その上で二節では、部立冒頭に置かれた首夏の歌二首について考察を行った。
124番歌は、「花の袂」という表現に着目す
ると、春部との繋がりを意識したと思われる歌であること この表現から『堀河百首』や『重之百首』の へ結びつけることができ 惟明親王の百首歌への意識が現れた歌であることを述べた。また、
125番
歌は、前に置かれた
124番歌の「いとふ」という強い表現を補う形で、
祝性の強いものが置かれているのではないかと考えた。
 
三節では、冬部の構成を分析した。夏部同様、冬部でも隣り合う歌
同士が歌材や詞の連想で結ば たが、配列上違和感を覚える歌が数首散見され、四節ではその内の
172番歌を特に取り上げて考察した。
その結果、この歌は網代と氷魚を取り合わせて詠んだ一見 りふれ歌であるが、「とまらぬひを」という詞続きにすることで、詞の上で歳暮の意を響かせた歌であることを指摘した。そのような解釈を可能にする要素の一つとして、この歌が冬部の一九番目 置かれていること、惟明親王は春から秋まで部立末には二首、各季節 暮れを歌を置いていることが挙げられる。夏 一首目 歌も春部末 歌 意識して置かれており、これ のこ か 、惟明親王 構成意識 いう
－ 29 －
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ものは、部立内に留まるものではない、ということが言えるだろう。
 
今後の課題として、今回取り上げることができなかった
164番歌、
167番歌の検討や百首全体の配列意識について論じたい。
 
注
 
（１）山崎桂子氏の考証によると、現存する惟明親王歌は二〇九首で
ある。なお惟明親王の家集は伝わっていない。 （注
3掲出論文
参照）
 
（２）現存する惟明歌の内、正治以前に詠まれたものと判断できるの
は、 『新古今和歌集』所収の式子内親王との贈答歌二首のみである。 （注
3掲出論文参照）
 
（３） 山崎桂子 「憂しといひてもあまる涙を―惟明親王逸文歌考証―」
（ 『広島女子大国文』一〇号、一九九三年九月） 、同「惟明親王歌逸文考証」 （ 『和歌文学研究』六八号、一 九四年五月） 、同「三宮惟明親王伝―誕生から寿永二年まで―」 （ 『国語国文』六四号、一九九五年五月） 同『正治百首の研究』 勉誠出版 二〇〇〇年二月）
 
（４）田仲洋己「三宮惟明親王の正治初度百首詠について」 （ 『中世前
期の歌書と歌人』 和泉書院、 二〇〇八年。 初出 『岡大国文論稿』三四号、二 六 三
 
（５）久保田淳他『和歌文学大系
 
正治二年院初度百首』 （明治書院、
二〇一六年）惟明歌の訳注は、木下華子氏による。
 
（６） 『正治初度百首』は宮内庁書陵部蔵本『正治百首』 （五〇一・九
〇九）に拠り、引用は便宜上、書陵部本を底本とする『新編国歌大観』 （
CD-ROM版
ver.2）を用い、歌末尾に括弧して歌番号
を示した。その他の和歌の引用については、 『新編国歌大観』（
CD-ROM版
ver.2）に拠った。また引用文中には指摘に傍線等
を引いた。
 
（７）山田喜美子「花摺り衣、花染め衣、花色衣そして花衣」 （ 『鶴見
日本文学』六号、二〇 二年三月）
 
（８） 『堀河百首』の作者は一六名。
 
（９）和歌文学大系では次のように訳注が付されている。 「君の御代
が神の恵みにあうという名 持つ葵草を、今日この日にかざすという契りが永久に続きますよう。○あふひ草―二葉葵。賀茂葵とも。ウマノスズクサ科の多年草 賀茂神社の葵祭（陰暦四月中の酉の日） 神事 用いられる。恵みに「逢ふ日」を掛ける。○かざす―葵祭 折、葵で冠を飾 こと ▽後鳥羽院の治世の長久を祈る」 （注５掲出書参照）
 
（
10）注
5掲出書。
 
（
11）松原一義・鹿野しのぶ・丸山陽子『和歌文学大系
 
新後拾遺和
歌集』 （明治書院、二〇一七年
 
（
12）黒板勝美『新訂増補
 
国史大系二六巻
 
交替式
 
弘仁式
 
延喜
式』 （吉川弘文館、一九八九年）
 
（
13）田島智子「平安中期の屏風絵と屏風歌の関係―網代を例として
―」 （ 『詩林』五七号、二〇一五年四月）
 
－ 30 －
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（
14）内藤愛子「堀河百首題「網代」をめぐって」 （ 『文教大学女子短
期大学部研究紀要』四五巻、二〇〇二年一月）
 
（
15）
 注
14掲出論文。
 
（
16）
 注
11掲出書。
 
  （きたはら
 
さゆり、広島大学大学院文学研究科博士課程後期在学）
－ 31 －
